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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年4月18日(2014.4.18)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　随意に置換されたアリール基又はヘテロアリール基に存在し得る置換基としては、例え
ばアルキル基（好ましくはＯＨ又はＣＯ2Ｈによって随意に置換されたＣ1-4アルキル基、
特にメチル基）、－ＣＮ、－ＮＯ2、－ＣＯ2Ｒ、－ＣＯＨ、－ＣＨ2ＯＨ、－ＣＯＲ、－
ＯＲ、－ＯＣＯＲ、－ＯＣＯ2Ｒ、－ＳＲ、－ＳＯＲ、－ＳＯ2Ｒ、－ＮＨＣＯＲ、－ＮＲ
ＣＯＲ、ＮＨＣＯ2Ｒ、－ＮＲ．ＣＯ2Ｒ、－ＮＯ、－ＮＨＯＨ、－ＮＲ．ＯＨ、－Ｃ＝Ｎ
－ＮＨＣＯＲ、－Ｃ＝Ｎ－ＮＲ．ＣＯＲ、－Ｎ+Ｒ3、－Ｎ+Ｈ3、－Ｎ+ＨＲ2、－Ｎ+Ｈ2Ｒ
、ハロゲン原子、例えばフッ素原子又は塩素原子、－Ｃ≡ＣＲ、－Ｃ＝ＣＲ2及び－Ｃ＝
ＣＨＲ（ここで、各Ｒは独立して水素原子又はアルキル基（好ましくはＣ1-6アルキル基
）、アリール基（好ましくはフェニル基）、又はアルキル－アリール基（好ましくはＣ1-

6アルキル－フェニル基）を表す。）から選ばれる１つ以上の同一又は異なった置換基が
挙げられる。電子求引置換基の存在が特に好ましい。好ましい置換基は例えばＣＮ、ＮＯ

2、－ＯＲ、－ＯＣＯＲ、－ＳＲ、－ＮＨＣＯＲ、－ＮＲ．ＣＯＲ、－ＮＨＯＨ及び
－ＮＲ．ＣＯＲ．が挙げられる。
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